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はじめに
　本事業は、昭和４４年８月に富山県の東部に位置す

る黒部川流域が大洪水に見舞われ、これを契機に「黒

部川水系工事実施基本計画」が改定され、「宇奈月ダ

ムの建設に関する基本計画」が策定された。その計

画は、宇奈月ダム地点において基本高水流量６,９００�

/sのうち７００�/sの洪水調節を行い、ダム下流の水害

を防除するものである。また、ダム建設に当たり、

水資源開発として水道用水の供給及び発電を含めた

多目的ダムとしたもので、黒部川総合開発の一環を

なすものである。

事業の概要
宇奈月ダムの目的
洪水調節：黒部川の基準地点（愛本）において基

本高水流量７,２００�/sのうち７００�/sを

カットする。

水道用水：ダム下流の２市３町に１日最大５８,０００

　　　　　�の水道用水を供給する。

発　　電：ダム直下に新設する宇奈月発電所で最

大出力２０,０００kwとダム貯水池を逆調

整池とする新柳河原発電所で最大出力

４１,２００kwの発電を行う。

宇奈月ダムの規模等
ダム型式：重力式コンクリートダム

堤体諸元：堤頂標高 EL２６２.０m

　　　　　堤　　高 ９７m

　　　　　堤　頂　長 １９０m

　　　　　堤　体　積 ５１０,０００�

貯水池諸元：湛水面積 ０.８７５�

　　　　　湛水延長 ５.０km

　　　　　総貯水容量 ２４,７００千�

　　　　　有効貯水容量 １２,７００千�

　　　　　堆砂容量 １２,０００千�

建設期間：昭和５４年度～平成１２年度

総事業費：約１,７４０億円

事業の特徴
①宇奈月ダムは、直轄ダムで最初の排砂設備を設け

たダムである。急流河川黒部川は山地崩壊面積も多

く、宇奈月ダム地点での年間流出土砂量は１４０万�に

も及び、ダム機能の維持や上流の河床上昇・下流の

河床低下等を考慮し、「排砂ゲートを用いて排砂す
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る」こととしたものである。

②土砂等を堤体から排砂するため、堤体の摩耗やゲ

ートの開閉傷害が予想されることから、耐摩耗損傷

対策やゲート構造を工夫するなど最新の技術を導入

した。

③ダム建設にあたり、専門技術者の減少や安全施工

及びコスト縮減等を考慮し、堤体内空間部である監

査廊及びゲート室の合理化施工を研究しプレキャス

ト化を図った。中でも、応力鉄筋を組込んだ監査廊

のプレキャスト化施工はわが国最初であり、今後、

多くの利用が期待される工法である。

④ダム建設現場は富山県最大の宇奈月温泉に極めて

近いことから、極力騒音振動等の影響を与えないよ

うにするため、ダム施工設備の配置や機械の構造改

良を図るとともに、夜間の打設を行わないなど環境

に配慮し施工した。

⑤ダム建設にあたり、黒部川の豊かな自然を損なわ

ないようにするため、ダム堤体の形状について「景

観委員会」を設け検討し、横線を強調し重量感ある

イメージとした。また、ダム及び貯水池周辺整備に

ついては、自然と調和させるため周囲の草木を種か

ら育て緑化に努めるとともに、完成後の観光資源と

なるよう整備を図った。
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